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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成27年3月5日(2015.3.5)

【公開番号】特開2013-51158(P2013-51158A)
【公開日】平成25年3月14日(2013.3.14)
【年通号数】公開・登録公報2013-013
【出願番号】特願2011-189132(P2011-189132)
【国際特許分類】
   Ｈ０５Ｂ  33/12     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  51/50     (2006.01)
   Ｈ０５Ｂ  33/26     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０５Ｂ   33/12     　　　Ｃ
   Ｈ０５Ｂ   33/14     　　　Ｂ
   Ｈ０５Ｂ   33/12     　　　Ｂ
   Ｈ０５Ｂ   33/26     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成27年1月15日(2015.1.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の色を発する第１の有機ＥＬ素子と、前記第１の色とは異なる第２の色を発する第
２の有機ＥＬ素子と、を有し、前記有機ＥＬ素子は、陽極と、陰極と、前記陽極と前記陰
極との間にある発光層とを備えている表示装置であって、
　前記第１の有機ＥＬ素子の第１の発光層は、前記第２の有機ＥＬ素子に共通に形成され
ており、
　前記第２の有機ＥＬ素子の第２の発光層は、前記第１の発光層に接しかつ、前記第１の
発光層よりも前記陰極側に形成されており、
　前記第１の発光層は、ホスト材料と、前記第２の発光層に正孔を輸送するアシストドー
パント材料と、発光ドーパントと、を含み、
　前記第２の有機ＥＬ素子は、下記の関係式（１）乃至（３）を満たすように構成されて
いることを特徴とする表示装置。
｜ＨＯＭＯ１｜＞｜Ａ｜　・・・（１）
｜ＨＯＭＯ１｜＞｜ＨＯＭＯ２｜　・・・（２）
｜Ａ｜＋｜ＨＯＭＯ２｜－｜ＨＯＭＯ１｜＜｜ＨＯＭＯａ｜＜｜ＨＯＭＯ１｜　・・・（
３）
　ここで、ＨＯＭＯ１は前記第１の発光層に含まれる前記ホスト材料のＨＯＭＯ準位エネ
ルギー、ＨＯＭＯａは前記第１の発光層に含まれる前記アシストドーパント材料のＨＯＭ
Ｏ準位エネルギー、ＨＯＭＯ２は前記第２の発光層のＨＯＭＯ準位エネルギー、Ａは前記
第１の発光層と前記陽極とが接する場合における前記陽極の仕事関数、または前記第１の
発光層と前記陽極との間に前記第１の発光層と接して有機化合物層が配置された場合にお
ける前記有機化合物層のＨＯＭＯ準位エネルギーを表している。
【請求項２】
　前記第２の有機ＥＬ素子では、前記第２の発光層のみが発光することを特徴とする請求
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項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記第１の発光層は青色を発光することを特徴とする請求項１または２に記載の表示装
置。
【請求項４】
　前記第１の発光層の前記アシストドーパント材料の重量比は、１５重量％以上４５重量
％以下であることを特徴とする請求項１乃至３のいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記発光ドーパント材料の重量比は、１０重量％以下であることを特徴とする請求項１
乃至４のいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記第１の発光層のホスト材料としてアントラセン誘導体を用いることを特徴とする請
求項５に記載の表示装置。
【請求項７】
　前記アントラセン誘導体は、下記構造式のいずれかで表わされる化合物であることを特
徴とする請求項６に記載の表示装置。
【化１】

【請求項８】
　前記第１の色と前記第２の色とは異なる第３の色を発する第３の有機ＥＬ素子をさらに
有し、
　前記第１の発光層は、前記第３の有機ＥＬ素子に共通に形成されており、
　前記第３の有機ＥＬ素子の第３の発光層は、前記第１の発光層に接し且つ、前記第１の
発光層よりも前記陰極側に形成されていることを特徴とする請求項１乃至７のいずれか一
項に記載の表示装置。
【請求項９】
　前記第３の有機ＥＬ素子は、下記の関係式（１）、（２）”及び（３）”を満たすよう
に構成されていることを特徴とする請求項８に記載の表示装置。
｜ＨＯＭＯ１｜＞｜Ａ｜　・・・（１）
｜ＨＯＭＯ１｜＞｜ＨＯＭＯ２３｜　・・・（２）”
｜Ａ｜＋｜ＨＯＭＯ２３｜－｜ＨＯＭＯ１｜＜｜ＨＯＭＯａ｜＜｜ＨＯＭＯ１｜　・・・
（３）”
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　ここで、ＨＯＭＯ２３は前記第３の発光層のＨＯＭＯ準位エネルギーを表している。
【請求項１０】
　前記第３の有機ＥＬ素子では、前記第３の発光層のみが発光することを特徴とする請求
項８または９に記載の表示装置。
【請求項１１】
　前記第１の発光層は青色を発光し、前記第２の発光層は赤色を発光し、前記第３の発光
層は緑色を発光することを特徴とする請求項８乃至１０のいずれか一項に記載の表示装置
。
【請求項１２】
　前記第１の色と前記第２の色とは異なる第３の色を発する第３の有機ＥＬ素子をさらに
有し、
　前記第１の発光層は、前記第３の有機ＥＬ素子に共通に形成されており、
　前記第３の有機ＥＬ素子の第３の発光層は、前記第１の発光層に接し且つ、前記第１の
発光層よりも前記陽極側に形成されていることを特徴とする請求項１乃至７のいずれか一
項に記載の表示装置。
【請求項１３】
　前記第３の有機ＥＬ素子は、下記の関係式（４）、（５）”及び（６）”を満たすよう
に構成されていることを特徴とする請求項１２に記載の表示装置。
｜ＬＵＭＯ１｜＜｜Ｂ｜　・・・（４）
｜ＬＵＭＯ１｜＜｜ＨＯＭＯ３｜　・・・（５）”
｜ＬＵＭＯ１｜＜｜ＬＵＭＯａ｜＜｜Ｂ｜＋｜ＬＵＭＯ３｜－｜ＬＵＭＯ１｜　・・・（
６）”
　ここで、ＬＵＭＯ１は前記第１の発光層に含まれる前記ホスト材料のＬＵＭＯ準位エネ
ルギー、ＬＵＭＯａは前記第１の発光層に含まれる前記アシストドーパント材料のＬＵＭ
Ｏ準位エネルギー、ＬＵＭＯ２３は前記第３の発光層のＬＵＭＯ準位エネルギー、Ｂは前
記第１の発光層と前記陰極とが接する場合における前記陰極の仕事関数、または前記第１
の発光層と前記陰極との間に前記第１の発光層と接して有機化合物層が配置された場合に
おける前記有機化合物層のＬＵＭＯ準位エネルギーを表している。
【請求項１４】
　第１の色を発する第１の有機ＥＬ素子と、前記第１の色とは異なる第２の色を発する第
２の有機ＥＬ素子と、を有し、前記有機ＥＬ素子は、陽極と、陰極と、前記陽極と前記陰
極との間にある発光層とを備えている表示装置であって、
　前記第１の有機ＥＬ素子の第１の発光層は、前記第２の有機ＥＬ素子に共通に形成され
ており、
　前記第２の有機ＥＬ素子の第２の発光層は、前記第１の発光層に接しかつ、前記第１の
発光層よりも前記陽極側に形成されており、
　前記第１の発光層は、ホスト材料と、前記第２の発光層に電子を輸送するアシストドー
パント材料と、発光ドーパントと、を含み、
　前記第２の有機ＥＬ素子は、下記の関係式（４）乃至（６）を満たすように構成されて
いることを特徴とする表示装置。
｜ＬＵＭＯ１｜＜｜Ｂ｜　・・・（４）
｜ＬＵＭＯ１｜＜｜ＨＯＭＯ２｜　・・・（５）
｜ＬＵＭＯ１｜＜｜ＬＵＭＯａ｜＜｜Ｂ｜＋｜ＬＵＭＯ２｜－｜ＬＵＭＯ１｜　・・・（
６）
　ここで、ＬＵＭＯ１は前記第１の発光層に含まれる前記ホスト材料のＬＵＭＯ準位エネ
ルギー、ＬＵＭＯａは前記第１の発光層に含まれる前記アシストドーパント材料のＬＵＭ
Ｏ準位エネルギー、ＬＵＭＯ２は前記第２の発光層のＬＵＭＯ準位エネルギー、Ｂは前記
第１の発光層と前記陰極とが接する場合における前記陰極の仕事関数、または前記第１の
発光層と前記陰極との間に前記第１の発光層と接して有機化合物層が配置された場合にお
ける前記有機化合物層のＬＵＭＯ準位エネルギーを表している。
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【請求項１５】
　前記第２の有機ＥＬ素子では、前記第２の発光層のみが発光することを特徴とする請求
項１４に記載の表示装置。
【請求項１６】
　前記第１の発光層は青色を発光することを特徴とする請求項１４または１５に記載の表
示装置。
【請求項１７】
　前記第１の発光層の前記アシストドーパント材料の重量比は１５重量％以上４５重量％
以下であることを特徴とする請求項１４乃至１６のいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項１８】
　前記発光ドーパント材料の重量比は１０重量％以下であることを特徴とする請求項１４
乃至１７のいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項１９】
　前記第１の色と前記第２の色とは異なる第３の色を発する第３の有機ＥＬ素子をさらに
有し、
　前記第１の発光層は、前記第３の有機ＥＬ素子に共通に形成されており、
　前記第３の有機ＥＬ素子の第３の発光層は、前記第１の発光層に接し且つ、前記第１の
発光層よりも前記陽極側に形成されていることを特徴とする請求項１４乃至１８のいずれ
か一項に記載の表示装置。
【請求項２０】
　前記第３の有機ＥＬ素子は、下記の関係式（４）、（５）”及び（６）”を満たすよう
に構成されていることを特徴とする請求項１９に記載の表示装置。
｜ＬＵＭＯ１｜＜｜Ｂ｜　・・・（４）
｜ＬＵＭＯ１｜＜｜ＨＯＭＯ３｜　・・・（５）”
｜ＬＵＭＯ１｜＜｜ＬＵＭＯａ｜＜｜Ｂ｜＋｜ＬＵＭＯ３｜－｜ＬＵＭＯ１｜　・・・（
６）”
　ここで、ＬＵＭＯ１は前記第１の発光層に含まれる前記ホスト材料のＬＵＭＯ準位エネ
ルギー、ＬＵＭＯａは前記第１の発光層に含まれる前記アシストドーパント材料のＬＵＭ
Ｏ準位エネルギー、ＬＵＭＯ２３は前記第３の発光層のＬＵＭＯ準位エネルギー、Ｂは前
記第１の発光層と前記陰極とが接する場合における前記陰極の仕事関数、または前記第１
の発光層と前記陰極との間に前記第１の発光層と接して有機化合物層が配置された場合に
おける前記有機化合物層のＬＵＭＯ準位エネルギーを表している。
【請求項２１】
　前記第１の発光層は青色を発光し、前記第２の発光層は赤色を発光し、前記第３の発光
層は緑色を発光することを特徴とする請求項１９に記載の表示装置。
【請求項２２】
　請求項１乃至２１のいずれか一項に記載の表示装置と、撮像装置と、を備えた撮像装置
。
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